第８２回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　　　　平成２４年１月１３日（金）午後６時～
２．開催場所　　　　　　沼津市魚町１番地サンフロントビル　３Ｆ　会議室

３．委員の出欠
委員総数　　　７名
出席出席委員数    　５名

出席委員の氏名　　　清水　義一

荻生　昌平

井上　純代

保坂　典子

　　　　　　　　　　　　　渡邉　勝也（新任）
欠席委員の氏名　　　千野慎一郎

長島　玲美

放送事業者出席者　    佐藤　恭平、諏訪部和雄
　　　　　　

４．議　　題
平成２４年１月１１日（水）１１：３０～１２：００　放送。

番組名　「思い出音楽館」
毎週水曜日の１１：３０～１２：００放送及び毎週日曜日９：３０～１０：００再放送。
５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（会社側：佐藤）　　審議委員の皆様、お忙しいなか第８２回エフエムぬまづ番組審議会にご出席頂き誠にありがとうございます。本年もよろしくお願い申し上げます。

最初に番組審議委員の交代がありました。勝又康充さんの後任として沼津青年会議所副理事長のEQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(わたなべ),渡邉)

EQ \* jc1 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かつや),勝也)さんが番組審議委員に就任されました。渡邉勝也様は株式会社勝電機代表取締役としてご活躍中です。本日ご出席くださいましたので一言ご挨拶をお願いします。

　　　（渡邉委員）　　　  初めまして、前任の勝又より引継ぎをうけました沼津青年会議所副理事長の渡邉勝也と申します。今日初めて出席させていただきましたのでどういう形で行うのか分かりませんが、皆様と１年間やっていきたいと思います。どうぞよろしくお願い申し上げます。

　　　

（会社側：佐藤）　  感じたことなどご自由にお話いただければと思います。1年間よろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　

本日お聴きいただく番組は、毎週水曜日午前１１時３０分から放送の「思い出音楽館」という３０分間の収録番組です。多彩なゲストをお招きして、様々なお話を思いでの音楽と共にお送りする番組です。パーソナリティーは相川絵里子です。

今回のゲストは増山妙子さん、芸名は石川多恵さんという昨年１０月にＣＤミニアルバム「ねがい」をリリースした全盲の歌手です。現在６２歳、３９歳で失明。失明した後３年間の専門教育を受けて按摩マッサージ指圧師の国家試験を取得し、２０年前に治療院を開院した努力家であります。また３年前に乳がんを患いましたが、それにも負けないで自分の生きている喜び、強さなどを歌に託してＣＤをリリースしました。以前に当社の「ぱれっとタウン」にゲスト出演していただきました。その時に是非「思い出音楽館」に御出演をいただきたいとお願いして出ていただいた経緯があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

本日は委員５名出席、２名が欠席です。過半数を満たしておりますので本日の番組審議会は成立しております。ご審議の程宜しくお願いいたします。

（会社側：佐藤）　  それではお聴き下さい。
（　番　組　聴　取　）・・・
（会社側：佐藤）　  それでは、清水委員長、ご審議の程よろしくお願いいたします。

（清水委員長）　　  それでは保坂さんからお願いします。

（保坂委員）　　　  いつもゲストは沼津の方ですか。

（会社側：佐藤）　  基本的には沼津にお住まいの方、勤務の方です。
（保坂委員）　　　  私も相川さんの番組に出させていただいたことがあります。非常に落ち着いたトーンで声も大変聴き易いと思いました。時間帯が午前１１時半ですのでご飯の前にゆったりと聴くことが出来て良いと思いますが、夜の７時位でも聴き心地が良い感じの番組だと思います。沼津の関係の方たちがゲストでいろいろなことをお話ししていただけることで、私達も沼津にこういう方がいることを知る機会になりとても良いと思いました。

（会社側：佐藤）　  この番組は日曜日の午前９時半からも再放送をしており、水曜日に聴きそびれた方にも聴いていただいています。

（清水委員長）　　  荻生さんお願いします。

（荻生委員）　　　  良い番組だと思います。テンポも良いし話もリズムがありました。二人の会話が上手く絡んでいて良いなと思いました。内容もよく分かりますが、全盲の歌手と何回も言ったので一寸気になりましたが、全盲を感じさせない明るさがありますね。いろいろな経緯があったと思いますが、なかなかこのように明るく話すことは出来ない。話し方も非常に落ち着いていて、話のテンポも良かった。相川さんはオープニングのナレーションで、番組中のテンポの良い話し方とは違って言葉を切り過ぎていた。もう少しトントンと本題に入っていければもっと良かったと思います。短く切り過ぎていましたね。番組の中ではそういうことはありませんでしたが、オープニングのところが一寸惜しかったと思います。

（清水委員長）　　  続きまして井上さんお願いします。

（井上委員）　　　  私もお二人のバランスがとても良く感じました。ゲストの方もすごく落ち着いたトーンの声で、上手くお話されるので一寸驚きました。それを引き立てる感じで相川さんが上手くお話をリードされていて好感が持てた。この番組でこういう方が沼津にいること、このような活動をされているという両方を知ることができました。このような活動はあまり人に知られる機会がないと思いますのでもっと取り上げて欲しいですね。多くの方により理解していただけますし、広く広報にもなって良いのではないかと思います。このゲストの方はとても良かったと思います。

（清水委員長）　　  渡邉さんお願いします。

（渡邉委員）　　　  落ち着いた感じで聴けるような番組だと思います。ゲストの方にお会いしたことがあります。仕事の関係で目の見えない方にお会いしたことがありますが、こんな明るい形でお話されるとは思いませんでした。とても良かったと思います。

（清水委員長）　　  ハンディキャップを持った人がこれだけ頑張ると、人の性質、能力は計りしれない感じがします。

（荻生委員）　　　  この方は非常に明るいし、お話も良く纏まっていて話の構成が上手いですね。

　　　（井上委員）　　　  言うべきことを書きしるしてあるようにお話されますね。

　　　（荻生委員）　　　  この方の能力でしょうね。

　　　（清水委員長）　　  ハンディキャップを持った人がこれだけ頑張っている。この番組を通じて勇気、元気を与えて生きる道を見つけてもらえることに役立つのではないでしょうか。

（荻生委員）　　　  健常者はもっと自信を持って勉強すべきですね。

（井上委員）　　　  放送した時はかなり反響がありましたか。

（会社側：佐藤）　  放送後すぐに反響の電話がありました。当社の放送がかなり聴かれていることを感じました。

　　　（荻生委員）　　　  視覚的なものは非常に分かり易い。ラジオは見えないので自分がここに参画したり考えたりする要素がある。これが一番大事なような気がします。リスナーが補う自由度があると思います。

　　　（清水委員長）　　  大変良い番組でした。ご意見ありがとうございました。次回の番組審議会は３月９日（金）午後６時から行う予定です。

　　　（会社側：佐藤）　  ありがとうございました。

６．審議会での意見についてとった措置について
　　各委員からの意見や感想については今後の自社制作番組に生かし、より良い番組作りをする検討材料としました。

　　　ご指摘を受けた点は番組担当に伝え、改善するように指示しました。

７．審議会の内容の公表
　　　弊社ホームページにて公表する。
　　　

８．その他の参考事項
　　　

次回の番組審議会は平成２４年３月９日（金）午後６時より行う予定です。
様式６－２








